
第 13回海中海底工学フォーラム・ZEROプログラム 
 

日 時 ２０２５年４月 11 日（金） 
   第 13 回海中海底工学フォーラム・ZERO  
   研究会：13 時 00 分〜17 時 00 分、懇談会：17 時 30 分〜19 時 30 分 
  場 所 東京大学生産技術研究所 An 棟 2F コンベンションホール「ハリコット」 
   〒153-8505 目黒区駒場 4-6-1  電話：03-5452-6487 
  地 図 https://www.iis.u-tokyo.ac.jp/ja/access/参照 
  参加費 研究会：無料、懇談会： 6,000 円*講演者無料 
  主 催 海中海底工学フォーラム・ZERO 運営委員会 
  支 援 東京大学生産技術研究所（生研研究集会） 
  協 賛 日本船舶海洋工学会、海洋調査技術学会、海洋音響学会 
   （公社）土木学会*、（公社）日本水産学会、IEEE/OES 日本支部 

MTS 日本支部, 東京大学海洋アライアンス, 東京大学生産技術研究所海中観測実装工

学研究センター    *「土木学会認定 CPD プログラム」 
  URL: https://seasat.iis.u-tokyo.ac.jp/UTforum/ 
* 「土木学会認定 CPD プログラム」CPD プログラムについては、土木学会以外の団体に提出する場合には提出先団体に事前にご確認

ください。また、CPD プログラムの認定証は現地参加の方のみに発行いたします。 

 
研究会：13 時-17 時 00 分： 
＊プログラムは都合により変更する事がありますので、御諒承ください。 
＊現地参加を基本とします。オンラインも準備しますが、遠方の方優先、人数制限させていただきます。また、

不具合が生じる可能性もあります。予め、御諒承ください。 
 
１）開会の挨拶      13 時 00 分-13 時 01 分 
        東京大学生産技術研究所 巻 俊宏 
 
２）徳山英一先生のこと     13 時 01 分-13 時 05 分  
       東京大学大気海洋研究所 道田 豊

    
 
３）深海の暗黒に溢れる生物の光ー生態と進化の理解に向けて 

13 時 05 分-13 時 40 分 

          東北大学  別所-上原 学  
［講演概要］太陽光の届かないとされる深海には、暗闇で自ら光る生物ー発光生物ーで溢れ

ている。発光能力を持つ生物は、ナマコやサンゴなど多様な分類群で見られ、進化の過程で

100 回以上も独立な起源があると考えられている。しかしながら、発光種の多くが深海に棲息

しておりアクセスの困難さから、化学機構、遺伝的基盤、発光行動様式、生態的役割などの多

くの側面の研究が進んでいない。演者はこれまでに、ROV を用いた生態観察や遺伝子解析な

どによって、生物発光の仕組みとその進化について研究を進めてきた。本講演では、深海に

生息するナマコやサンゴの仲間の発光の進化研究を紹介する。さらに生物発光の起源や生態

的な役割について、未解決の課題について共有し議論したい。 
 

４）「誕生日」で決定するヤリイカの雄の繁殖戦術 13 時 40 分-14 時 10 分 
東京大学大気海洋研究所 細野 将汰 

［講演概要］同種同性であっても、個体ごとの形態や行動は全く異なる場合がある。特に、

配偶相手をめぐる競争が起こる場合、競争に弱い個体はそれを避けるような繁殖戦術を採用

することがある。ヤリイカの雄には、体が大きく、雌をめぐって他の雄と競争し、雌とペアに

なって繁殖する「ペア雄」と、体が小さく、競争はせずにペアの間に割り込むように繁殖する



「スニーカー雄」という 2 タイプの繁殖戦術が存在する。冬から春にかけての繁殖期には両

タイプの雄が出現するが、各個体の繁殖戦術は一体どうやって決定しているのだろうか？各

個体が経験してきた環境に何か違いがあるのだろうか？本研究では、各個体の「孵化日」に

焦点を当て、繁殖戦術の決定メカニズムの解明を目指した。 
 
５）しんかいで見つけたすごい石   14 時 10 分-14 時 35 分  
                   広島大学 秋澤 紀克  
［講演概要］我々が暮らす地殻の下には、“マントル”がひろがります。一般的にマントル

は人類にとって深すぎて、目にすることは叶いません。しかし、マントルで形成されるマグ

マが上昇して地表まで上がってくる際に、カケラとしてマントルを取り込み、我々のもとに

届けてくれます。2020年から 2024年にかけて実施した、しんかい 6500 を用いた国際調査の

結果、我々の研究チームは日本海溝付近のしんかい 6500m でマントルのカケラを多数発見

することに成功しました。その解析結果、それらは海洋において世界最深部由来であること

が判明しました。そのマントルの最新の解析結果をご紹介します。 
 
６）AUV によるコバルトリッチクラスト調査 

      14 時 35 分-15 時 00 分  
      エネルギー・金属鉱物資源機構  栗原 健一 
［講演概要］独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構（以下「JOGMEC」）では、経済

産業省の委託を受け、1987（昭和 62）年から西太平洋の公海域で、コバルトリッチクラスト

（以下「クラスト」）の賦存状況調査を実施してきた。2012（令和 24）年 7月に国際海底機

構でクラストの探査規則が制定されると同時に、JOGMEC は公海域におけるクラスト探査鉱

区の申請を行い、2014年 1月 27 日に世界で最初に探査契約を締結した。現在、JOGMEC は

本探査契約に基づき、クラストの資源量把握のための調査を実施するとともに、環境ベース

ライン調査、生産技術の開発に取り組んでいる。今回は特に AUV を用いた調査についてご

紹介する。 
休憩 

 
７）カメラ付き自律型海中ロボットによる海底光通信ケーブルの観測技術の開発 

15 時 15 分-15 時 45 分  
        東京大学生産技術研究所 ソーントン ブレア 
［講演概要］世界のデータ通信は、総延長140万km以上の役500本の海底光ファイバー通信

ケーブルに支えられている。ほとんどが大深海にあり、直径30mm未満と細く、海底に埋設

されていない。毎年200～300件のケーブル障害が発生するため、耐障害性向上の戦略が求め

られる。本研究は、カメラ搭載の自律型海中ロボット（AUV）を用い、ケーブルの発見・追

跡・定期点検を行う技術を開発している。ケーブルの設置時に、記録から深度の5～10%の

位置誤差が生じ、高分解能センサーの計測幅を大きく超えるため、まずケーブルを探し、リ

アルタイムで自動認識し、部分的に埋まった区間があっても惑わされないための技術開発の

取り組みと実海域試験の結果について紹介する。 
 
８）水中光無線通信を使って、深海底でランダーと AUV をつなぐ   
      15 時 45 分-16 時 15 分 
          海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所 篠野 雅彦 



［講演概要］着底機（ランダー）とAUVは、共に深海底環境モニタリングでよく利用される

探査機である。両者はケーブルレスの自律探査機であり、サイズ感、重量感、船上での整備・

運用方法等が似ている。ランダーは、海底の定点を長期間観測し、環境の連続的な時間変化

を得ることに長所があり、AUVは、自律航行することで、広範囲の海底を観測し、空間的な

特異点を検知することに長所がある。このため、深海底環境モニタリングでは、ランダーと

AUVを組み合わせた体制が望ましい。加えて、ランダーとAUVの海底同時展開により、水中

データハーベスティング（AUVによるランダー観測データの回収）も可能となる。本講演で

は、駿河湾の水深1,000m海域で、ランダー「江戸っ子１号」とホバリング型AUV「ほばりん」

を同時展開した試験について発表する。「ほばりん」が「江戸っ子１号」に接近し、水中光無

線通信で「江戸っ子１号」内部に記録された観測データをコピーし、先に海面浮上すること

により、ランダーに蓄積された数GBの映像データを、船上で確認することに成功した。 
 
９）イベントベースビジョンセンサー（EVS）を用いたプランクトン・沈降粒子センシング 
      16 時 15 分-16 時 35 分  
             ソニーグループ（株）/海洋研究開発機構 高塚 進 
［講演概要］産業向けに開発された「イベントベースビジョンセンサー（EVS）」を活用し、

海中を浮遊する生物・非生物粒子を高速に捉えるための「海洋粒子測定技術」を提案する。生

物の動きの周期性に着目し、EVS が持つ高い時間分解能を活用してプランクトンの遊泳運動

を記録する。このデータに FFT 解析を適用し、周波数や速度変化を算出することで対象の特

性を推定する。本技術は、採水を必要としない現場観測が可能であり、小型・低消費電力の

EVS を使用することで、将来的にはフローティングドローンや ICTブイへの実装を視野に入

れている。また、生物粒子に加え、沈降凝集体などの非生物粒子の海中での直接観測にも取

り組んでいる。 
 
１０）富士通の海洋デジタルツインにおける取組  16 時 35 分-16 時 55 分 
               富士通（株） 江尻 革 
［講演概要］富士通では、海洋の状態をデジタル空間に再現する海洋デジタルツインの研究

開発の一環で、AIやAUVを活用し、海中の生物や構造物の3次元形状データを取得する技術

を開発している。本技術は、濁った海中でも対象物を識別し形状を計測できる画像鮮明化AI
技術と、波や潮流の中でもAUVからの安定計測を可能にするリアルタイム計測技術から成

り、カーボンニュートラルや生物多様性の保全に向けた海洋調査に際して、対象となる生物

や構造物の状況を可視化し体積などを推定することができる。本講演では海洋デジタルツイ

ンの技術開発や実証実験の様子について紹介する。 
 
１１）次回案内および閉会の挨拶    16 時 55 分-17 時 00 分 

東京大学大気海洋研究所 山口 飛鳥 
 

１２）懇談会      17 時 30 分-19 時 30 分   
An棟 1F アーペにて開催（6,000円）   

       
 
申し込み先：東京大学生産技術研究所海中観測実装工学研究センター・杉松治美 
Tel：03-5452-6487, E-mail：harumis@iis.u-tokyo.ac.jp 
申し込み期間： 4月 4 日（金）までにメイルにてお申し込みください。 
 
URL: https://seasat.iis.u-tokyo.ac.jp/UTforum/ 
  


